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一般購読費 ………………………… 一ヶ年 1万2千円

賛助購読費 …………………………… 一ヶ年 3万円

賛助会員購読費 ……………………… 一ヶ年 6万円

特別購読費 …………………………… 一ヶ年 12万円

平成23年（2011年）

5月号

東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
に

対
し
て
、
世
界
中
の
国
家
、
地

域
、
団
体
、
組
織
、
個
人
…
…

各
方
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支

援
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
す
べ

て
に
対
し
て
、
日
本
人
は
誰
も

が
心
よ
り
感
謝
し
て
い
る
。
ご

支
援
の
一
つ
一
つ
に
対
し
、
胸

こ
こ
に
そ
の
一
部
に
つ
い
て
記

し
て
お
き
た
い
。
と
く
に
台
湾

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
に
対

し
、
日
本
政
府
が
非
道
な
扱
い

を
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と

共
に
、
台
湾
の
方
々
に
日
本
人

と
し
て
本
心
か
ら
謝
辞
を
贈
り

た
い
と
考
え
る
。

た
時
点
で
、
35
の
国
や
地
域
、

組
織
が
救
援
隊
派
遣
を
決
定
し

て
い
た
の
だ
。

英
国
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
は
11

日
夜
９
時
45
分
に
、
天
皇
陛
下

に
宛
て
お
見
舞
い
と
励
ま
し
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
て
い
る
。

Ｅ
Ｕ
は
バ
ロ
ー
ゾ
委
員
長
と

ロ
ン
バ
ウ
大
統
領
の
名
で
「
い

か
な
る
支
援
も
行
う
用
意
が
あ

る
」
と
表
明
（
日
本
時
間
３
月

11
日
深
夜
）。
救
助
隊
と
救
助

犬
の
派
遣
を
決
定
し
て
い
る
。

一
夜
明
け
た
３
月
12
日
午

前
（
日
本
時
間
）、
米
政
府
は

米
韓
合
同
軍
事
演
習
「
フ
ォ
ー

ル
・
イ
ー
グ
ル
」
を
展
開
中

の
米
原
子
力
空
母
ロ
ナ
ル
ド
・

レ
ー
ガ
ン
が
三
陸
沖
に
向
か
う

と
発
表
。
同
空
母
は
３
月
13

日
午
後
、
仙
台
市
沖
に
到
着
し
、

被
災
地
救
援
、
支
援
作
戦
「
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
モ
ダ
チ
」

に
基
づ
き
、
到
着
後
直
ち
に
、

海
上
自
衛
隊
の
後
方
支
援
と
共

に
陸
上
へ
の
救
援
物
資
輸
送
を

開
始
し
た
。

が
熱
く
な
り
、
思
わ
ず
涙
を
流

し
、
洟
を
啜
っ
た
人
も
多
か
っ

た
。
あ
り
が
と
う
と
頭
を
下
げ

る
し
か
な
い
我
々
に
と
っ
て
、

ご
援
助
に
大
小
は
な
く
、
感
謝

の
気
持
ち
に
優
劣
も
な
い
。
こ

の
紙
面
を
使
っ
て
世
界
中
の

方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

３
１
１
以
来
し
ば
ら
く
の
間
、

震
災
と
原
発
問
題
に
頭
を
奪
わ

れ
、
世
界
中
の
方
々
か
ら
い
た

だ
い
た
支
援
を
正
し
く
理
解
せ

ず
、
そ
の
面
で
の
情
報
音
痴
に

な
っ
た
読
者
諸
氏
も
お
ら
れ
る

だ
ろ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か

ら
ご
援
助
を
い
た
だ
い
た
が
、

日
本
激
震
、
そ
の
直
後

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
も
援
助
の
手
が

日
本
人
の
本
心
、
日
本
政
府
の
本
音

台
湾
に
、心
よ
り
の
感
謝
を
お
伝
え
し
た
い
！

特 

集
・
東
日
本
大
震
災
へ
の
海
外
の
反
応

Ｍ
9.0
、
最
大
震
度
７
を
記
録

し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

勃
発
は
世
界
中
に
衝
撃
を
与
え

た
。
地
震
発
生
は
午
後
２
時
46

分
で
、
そ
の
直
後
に
は
被
害
は

さ
ほ
ど
甚
大
な
も
の
と
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
午

後
３
時
前
に
岩
手
県
宮
古
市
、

釜
石
市
で
津
波
の
第
一
波
を
観

測
。
３
時
過
ぎ
に
は
宮
城
県
気

仙
沼
市
に
津
波
が
襲
来
。
津
波

は
第
一
波
か
ら
20
分
も
過
ぎ
た

第
二
波
で
さ
ら
に
巨
大
な
も
の

と
な
り
、
東
北
の
太
平
洋
岸
は

壊
滅
状
態
に
追
い
や
ら
れ
た
。

午
後
３
時
14
分
、
緊
急
災
害
対

策
本
部
設
置
に
伴
い
、
海
上
保

安
庁
は
地
震
動
員
計
画
を
発
動
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
３
時
間
後
の

午
後
６
時
15
分
の
時
点
で
は
、

被
害
状
況
は
ま
っ
た
く
掴
め
ず
、

家
屋
流
出
、
漂
流
者
多
数
、
通

信
施
設
壊
滅
等
々
と
い
っ
た
惨

憺
た
る
情
報
が
流
さ
れ
る
な
か
、

日
本
中
が
恐
怖
に
震
え
て
い
た
。

同
夜
、
国
連
の
潘
基
文
事
務

総
長
は
緊
急
記
者
会
見
を
行

い
「
国
連
は
日
本
国
民
の
力
に

な
り
た
い
。
で
き
る
支
援
は
す

べ
て
行
う
」
と
救
援
に
乗
り
出

す
方
針
を
表
明
。
こ
の
時
点
で

既
に
各
国
救
援
隊
の
活
動
を
調

整
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
国
連
災

害
評
価
調
整
団
）
の
即
時
派
遣

を
日
本
政
府
に
提
案
し
て
い
る
。

国
連
事
務
総
長
が
会
見
を
行
っ

隣
国
と
し
て
最
も
早
い
対
応

を
見
せ
た
の
は
台
湾
（
中
華
民

国
）
だ
っ
た
。
３
月
11
日
の
地

震
当
日
の
夜
、
馬
英
九
総
統

は
「
日
本
側
の
要
請
を
受
け
た

ら
、
す
ぐ
に
救
援
隊
を
出
動
さ

せ
た
い
」
と
し
て
直
ち
に
救
援

隊
を
組
織
し
た
。
し
か
し
集
結

し
た
救
助
隊
に
対
し
、
日
本
政

府
は
待
機
を
要
請
。
各
国
の
支

援
隊
が
続
々
と
日
本
入
り
す
る

な
か
、
台
湾
の
救
助
隊
は
丸
二

日
間
も
台
北
・
松
山
空
港
で
待

た
さ
れ
る
羽
目
と
な
っ
た
。
台

湾
救
助
隊
第
一
陣
28
人
が
台
北

を
出
発
し
た
の
は
、
日
本
政
府

が
許
可
を
出
し
た
14
日
昼
前
の

こ
と
。
こ
れ
に
関
し
て
は
後
に

詳
述
す
る
。

韓
国
で
は
李
明
博
大
統
領
が

11
日
夜
に
犠
牲
者
に
対
す
る
哀

悼
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
救

助
隊
、
医
療
団
等
１
２
０
人
が

日
本
派
遣
用
意
を
整
え
て
い
る

と
語
っ
た
。
翌
12
日
に
は
日
本

政
府
の
要
請
を
受
け
、
救
助
団

５
人
が
成
田
に
到
着
し
、
直
ち

に
仙
台
入
り
し
て
い
る
。

中
国
は
前
日
10
日
に
雲
南
省

で
起
き
た
地
震
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本

政
府
に
対
す
る
支
援
表
明
は
12

日
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ

た
。
温
家
宝
首
相
は
「
日
本
政

府
と
国
民
に
対
す
る
深
い
お
見

舞
い
」
の
念
を
表
明
し
、
菅
直
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人
首
相
に
対
し
中
国
は
必
要
な

支
援
を
提
供
す
る
意
向
だ
と
伝

え
た
。
ま
た
胡
錦
濤
国
家
主
席

は
「
犠
牲
者
の
方
々
に
深
い
哀

悼
の
意
を
表
し
、
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
致
し
ま
す
」
と

の
電
報
を
天
皇
陛
下
宛
に
送
っ

て
い
る
。
12
日
夜
に
は
救
援
隊

15
人
の
派
遣
を
発
表
。
中
国
の

救
援
隊
は
13
日
夜
に
救
援
物
資

を
携
行
し
て
羽
田
に
到
着
し
て

い
る
。

ロ
シ
ア
は
12
日
に
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
が
「
可
能
な
限

り
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
日
本
に
行

う
用
意
が
あ
る
」
と
表
明
。
ロ

シ
ア
緊
急
対
策
局
は
ス
タ
ッ
フ

40
人
と
救
助
犬
３
頭
の
派
遣
準

備
を
整
え
、
こ
れ
以
外
に
医
師

や
心
理
学
者
等
２
０
０
人
の
出

動
態
勢
を
準
備
し
て
い
る
と

語
っ
た
。
中
国
に
は
即
座
に
救

援
隊
要
請
を
し
た
菅
直
人
政
権

は
、
ロ
シ
ア
の
救
援
団
受
け
入

れ
を
逡
巡
、
14
日
に
な
っ
て

や
っ
と
ロ
シ
ア
救
援
団
受
け
入

れ
を
決
定
し
た
。
ロ
シ
ア
の
救

援
団
は
14
日
、
第
一
陣
が
モ
ス

ク
ワ
か
ら
、
第
二
陣
が
ハ
バ
ロ

フ
ス
ク
か
ら
成
田
入
り
し
、
直

ち
に
仙
台
に
向
か
っ
て
い
る
。

モ
ン
ゴ
ル
は
震
災
当
日
の
11

日
夜
、
エ
ル
ベ
グ
ド
ル
ジ
大
統

領
、
バ
ト
ボ
ル
ド
首
相
が
日
本

政
府
に
見
舞
い
状
を
書
き
、
モ

ン
ゴ
ル
国
非
常
事
態
庁
長
官
を

隊
長
と
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
部
隊

12
人
の
編
成
を
命
令
。
非
常
事

態
庁
長
官
は
「
モ
ン
ゴ
ル
国
と

し
て
で
き
る
限
り
の
事
は
す
べ

て
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
決
意
を
表
明
。
こ
の
レ
ス

キ
ュ
ー
部
隊
は
15
日
午
後
に
成

田
着
。
翌
日
に
モ
ン
ゴ
ル
か
ら

成
田
に
届
い
た
救
援
物
資
11
ト

ン
を
携
え
て
被
災
地
入
り
し
て

い
る
。

そ
の
他
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国

も
11
日
夜
か
ら
12
日
に
か
け
て

支
援
を
表
明
。
タ
イ
の
ブ
ミ
ボ

ン
国
王
は
「
両
陛
下
と
全
て
の

日
本
国
民
に
心
か
ら
の
弔
意
を

表
す
」
と
の
書
簡
を
出
し
、
ア

ビ
シ
ッ
ト
首
相
は
救
援
物
資
の

た
め
に
２
億
バ
ー
ツ
（
約
5.4
憶

円
）
の
特
別
予
算
を
計
上
。
タ

イ
国
民
か
ら
は
総
額
５
０
０
万

バ
ー
ツ
、
国
王
か
ら
５
０
０
万

バ
ー
ツ
の
義
援
金
が
寄
付
さ
れ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
タ

ン
・
ズ
ン
首
相
は
天
皇
陛
下
に

哀
悼
の
意
を
表
明
し
、
義
援

金
の
寄
付
と
援
助
を
申
し
出

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ラ
オ
ス
、
ブ
ル
ネ
イ
等
々

の
国
々
か
ら
も
見
舞
い
の
言
葉

や
義
援
金
、
救
助
隊
や
医
療
団

の
派
遣
が
行
わ
れ
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
だ
け
で
は
な
い
。

中
央
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
中

南
米
諸
国
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
支
援
が
な
さ
れ
た
。
５
月

７
日
現
在
で
全
世
界
１
３
０
カ

国
、
30
の
国
際
機
関
、
６
７
０

を
超
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
支
援
の
申

し
入
れ
や
義
援
金
、
救
助
物
資

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

て
い
る
の
だ
」。

世
界
中
が
日
本
人
の
対
応
を

褒
め
た
が
、
そ
れ
は
第
一
に
、

日
本
人
の
落
ち
着
い
た
行
動

だ
っ
た
。
震
災
直
後
に
略
奪
略

取
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
、
た

し
か
に
世
界
か
ら
称
賛
の
眼
差

し
で
見
ら
れ
た
が
、
何
よ
り
日

本
国
民
の
『
覚
悟
』
に
世
界
は

感
動
し
た
。
そ
れ
は
覚
悟
と
呼

ぶ
よ
り
、「
胆
の
座
り
方
」
で

あ
り
、
悪
く
言
え
ば
「
諦
め
」

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
人
は
英
語
で
は
表
現
で

き
な
い
、
あ
る
奇
妙
な
特
性
を

持
っ
て
い
る
。
世
界
は
そ
う
考

え
た
ら
し
い
。

反
日
思
想
の
持
ち
主
で
、
極

端
な
日
本
嫌
い
、
辛
口
の
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
米

国
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
リ
ス
ト
フ
は

今
回
の
東
日
本
大
震
災
を
目
の

当
た
り
に
見
て
、
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム

ズ
紙
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
日
本
政
府
は
関
西
大
地
震
で

失
敗
し
た
が
、
日
本
国
民
は
素

晴
ら
し
い
。
こ
の
数
日
間
、
日

本
人
が
ど
う
す
る
か
見
て
み
よ

う
。
必
ず
教
訓
を
得
る
だ
ろ
う
。

政
府
は
ダ
メ
だ
が
、
日
本
国
民

は
ま
さ
に
気
高
い
態
度
で
あ
る
。

彼
ら
は
ス
ト
イ
ッ
ク
で
、
規
律

正
し
い
我
慢
の
哲
学
を
持
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
表
現
す
る
適

当
な
英
語
が
な
い
。
強
い
て
言

う
な
ら
『
何
と
か
出
口
を
見
つ

け
る
タ
フ
さ
』
と
い
う
か
。
そ

れ
を
神
戸
市
民
は
関
西
大
地
震

の
際
に
成
し
遂
げ
た
。
そ
の
勇

気
と
団
結
、
そ
れ
に
公
共
心
。

こ
れ
は
私
に
畏
敬
の
念
を
持
た

せ
た
」

14
日
に
は
15
万
ト
ン
の
天

然
ガ
ス
、
４
０
０
万
ト
ン
の
石

炭
を
追
加
提
供
す
る
と
発
表
。

「
支
援
に
全
力
を
尽
く
す
必
要

が
あ
る
」
と
決
意
を
語
っ
た
が
、

日
本
政
府
は
ロ
シ
ア
の
援
助
に

は
冷
淡
だ
っ
た
。

先
に
記
し
た
が
、
中
国
と
韓

国
に
は
即
座
に
救
援
隊
要
請
を

し
た
菅
政
権
は
、
ロ
シ
ア
の
救

援
団
入
れ
を
躊
躇
い
、
14
日
に

な
っ
て
や
っ
と
ロ
シ
ア
救
援
団

受
け
入
れ
を
決
定
し
た
ほ
ど

だ
。
14
日
に
は
ロ
シ
ア
外
務
省

は
「
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
て

日
本
に
電
力
を
送
電
す
る
」
こ

と
を
打
診
し
て
き
た
が
、
日
本

政
府
、
外
務
省
は
こ
れ
に
答
え

て
い
な
い
。

３
月
14
日
に
は
ラ
ブ
ロ
フ
外

相
が
、
21
日
に
は
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
夫
人
が
モ
ス
ク

ワ
の
日
本
大
使
館
を
訪
れ
て
献

花
。そ

の
後
も
ロ
シ
ア
か
ら
の
支

援
物
資
は
続
々
と
日
本
に
届
い

て
い
る
。

12
日
に
は
ロ
シ
ア
・
サ
ハ

リ
ン
州
の
ホ
ロ
シ
ャ
ー
ヴ
ィ
ン

知
事
が
お
見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
共
に
「
あ
ら
ゆ
る
支
援
を

行
う
用
意
が
あ
る
」
と
発
言
。

災
害
状
況
を
知
っ
た
択
捉
島
で

も
複
数
の
ロ
シ
ア
人
が
日
本
の

被
災
者
を
支
援
し
た
い
と
申
し

出
て
い
る
。

「
直
接
被
災
地
に
赴
き
支
援
し

た
い
が
、
自
分
た
ち
は
救
助
の

専
門
家
で
は
な
い
。
送
金
く
ら

い
し
か
で
き
な
い
が
、
振
込
先

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た

申
し
入
れ
が
現
実
に
日
本
総
領

事
館
に
行
わ
れ
た
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
「
統
一
ロ
シ
ア
」（
政

権
与
党
）
の
下
部
組
織
で
あ

る
「
若
き
親
衛
隊
」
は
、
３
月

15
日
に
国
後
島
に
ロ
シ
ア
国
旗

を
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い

た
が
、
震
災
直
後
に
中
止
を
決

定
し
て
い
る
。「
若
き
親
衛
隊
」

代
表
の
プ
ロ
コ
ペ
ン
コ
は
13
日

に
モ
ス
ク
ワ
の
日
本
大
使
館
を

訪
れ
、
献
花
。
日
本
大
使
館
前

で
記
者
会
見
し
た
同
代
表
は

「
犠
牲
者
の
家
族
に
哀
悼
の
意

を
示
し
た
い
」
と
語
り
、
国
後

島
ロ
シ
ア
国
旗
設
置
計
画
に
関

し
て
は
「
災
害
に
伴
い
、
両
国

の
政
治
対
立
は
二
次
的
な
も
の

と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、

ロ
シ
ア
か
ら
の
物
心
両
面
に
対

す
る
支
援
は
多
大
だ
っ
た
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
こ
れ
ほ
ど
誠
意

の
籠
も
っ
た
支
援
を
い
た
だ
け

る
と
は
誰
も
思
わ
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な

ロ
シ
ア
に
対
し
て
、
菅
民
主
党

政
権
は
驚
く
ほ
ど
冷
や
や
か
で
、

礼
を
失
し
て
い
る
感
が
強
い
。

後
に
述
べ
る
が
、
台
湾
（
中

華
民
国
）
に
対
し
て
は
さ
ら
に

非
礼
極
ま
り
な
く
、
日
本
人
と

し
て
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
の
理
由
は
恐
ら
く
は
中

国
（
中
華
人
民
共
和
国
）
政
府

ば
か
り
に
配
慮
し
て
の
こ
と
と

推
測
で
き
る
。

民
主
党
政
権
は
誕
生
以
来
、

世
界
は
東
日
本
大
震
災
を
ど
う
伝
え
た
か

ロ
シ
ア
の
誠
意
あ
る
対
応
に

礼
を
失
し
た
菅
政
権

日
本
に
起
き
た
大
震
災
は
間

違
い
な
く
全
世
界
を
震
え
さ
せ

た
。
３
月
11
日
の
地
震
発
生
直

後
か
ら
、
世
界
中
の
ほ
と
ん
ど

の
国
が
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
、
速
報

で
震
災
の
様
子
を
報
道
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
国
々
で
は
、
震

災
被
害
の
甚
大
さ
と
同
時
に
、

日
本
国
民
の
冷
静
さ
が
驚
異
の

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。

か
ね
て
よ
り
世
界
中
か
ら

「
最
高
の
国
民
、
最
低
の
政
府
」

と
揶
揄
さ
れ
続
け
て
き
た
日
本

だ
っ
た
が
、
世
界
の
目
は
今
回

も
「
素
晴
ら
し
い
日
本
国
民
と
、

指
導
力
の
な
い
日
本
政
府
」
に

注
目
し
て
い
た
よ
う
だ
。

英
国
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ

イ
ム
ズ
（
３
月
11
日
付
）
は
震

災
直
後
に
「
国
家
が
試
さ
れ
る

の
は
大
災
害
へ
の
対
応
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
日
本
は
こ
の
試
練
に

対
し
、
見
事
な
落
ち
着
き
と
不

屈
の
精
神
で
対
応
し
て
い
る
」

と
記
し
た
。

３
月
12
日
米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ

は
日
本
人
を
絶
賛
し
た
。

「
日
本
の
国
民
は
ミ
ラ
ク
ル
だ
。

他
国
だ
っ
た
ら
数
倍
の
被
害
に

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ハ
イ
チ

の
５
０
０
倍
以
上
の
威
力
の
地

震
で
、
津
波
到
達
ま
で
５
分
し

か
時
間
が
な
い
な
か
で
、
信
じ

ら
れ
な
い
対
応
だ
。
こ
の
国
民

に
は
常
に
準
備
が
あ
る
。
こ
の

国
は
常
に
事
態
に
準
備
が
で
き

「
ク
リ
ー
ル
諸
島
（
千
島
列
島
）

の
４
島
を
今
す
ぐ
、
無
条
件
で

日
本
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
ロ
シ
ア
の
大
衆
紙
『
モ

ス
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ム
ソ
モ
ー

レ
ツ
』
は
、
大
震
災
に
見
舞
わ

れ
た
日
本
人
の
悲
し
み
を
和
ら

げ
、
日
本
へ
の
同
情
を
示
す
た

め
に
、
日
ロ
間
で
懸
案
と
な
っ

て
い
る
北
方
四
島
を
即
時
返
還

す
べ
き
だ
と
す
る
異
例
の
論
評

を
掲
載
し
た
（
３
月
18
日
）。

震
災
の
翌
12
日
、
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
大
統
領
は
「
日
本
の
子

供
や
被
災
者
を
療
養
所
や
予
防

診
療
施
設
に
受
け
入
れ
る
こ
と
。

そ
れ
に
加
え
、
必
要
で
あ
れ
ば
、

シ
ベ
リ
ア
や
極
東
で
人
口
が
希

薄
な
地
域
で
は
、隣
国
（
日
本
）

の
潜
在
的
労
働
力
を
利
用
す
る

こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
発
言
。
同
日
、
プ
ー
チ

ン
首
相
は
極
東
、サ
ハ
リ
ン（
樺

太
）
で
生
産
さ
れ
る
天
然
ガ
ス

の
日
本
向
け
供
給
量
を
最
大
限

増
量
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て

い
る
。
こ
の
12
日
に
は
、
同
首

相
の
指
示
で
ロ
シ
ア
国
営
銀
行

に
日
本
の
被
災
者
支
援
の
義
援

金
口
座
が
開
設
さ
れ
た
。
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そ
れ
ま
で
の
自
公
民
路
線
と
は

異
な
り
、
米
国
と
距
離
を
と
り

親
中
路
線
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。

「
ア
ジ
ア
の
民
」
と
い
う
枠
組

み
で
い
う
な
ら
ば
、
親
中
の
方

向
性
は
決
し
て
非
難
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
。「
中
道
」
で
は

あ
り
な
が
ら
親
ア
ジ
ア
を
標
榜

す
る
本
紙
と
相
通
じ
る
面
は
多

分
に
あ
る
。

人
の
マ
ナ
ー
の
良
さ
を
紹
介
し

た
。湖

南
省
か
ら
東
京
に
留
学
し
、

日
本
語
学
習
中
に
地
震
に
遭
っ

た
中
国
紙
『
瀟
湘
晨
報
』
の
中

国
人
記
者
は
、
日
本
語
教
師
が

学
生
を
避
難
誘
導
し
た
様
子
を

描
写
し
、「
教
師
は
最
後
に
電

源
を
切
っ
て
退
避
し
た
」
と
落

ち
着
い
た
対
応
を
称
賛
。
ネ
ッ

ト
上
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は

「
日
本
人
の
マ
ナ
ー
は
世
界
一
」

「
人
類
で
最
高
の
先
進
性
が
日

本
に
あ
る
」
な
ど
の
書
き
込
み

が
相
次
い
だ
。

ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ

大
統
領
や
韓
国
の
李
明
博
大
統

領
、
あ
る
い
は
各
国
の
首
相
、

外
相
ら
が
日
本
に
対
す
る
お
見

舞
い
や
支
援
表
明
を
続
け
る
な

か
、
中
国
政
府
は
東
日
本
大
震

災
に
つ
い
て
沈
黙
を
守
り
続
け

て
い
た
。
震
災
に
対
す
る
政
府

の
公
式
声
明
が
出
さ
れ
る
前
に
、

中
国
商
務
相
は
日
本
に
事
業
を

展
開
し
て
い
る
中
国
企
業
に
対

し
て
従
業
員
の
安
全
確
認
を
要

請
す
る
通
告
。
中
国
政
府
の
こ

う
し
た
行
動
に
対
し
て
、
日
本

に
対
す
る
支
援
表
明
が
遅
い
と

批
判
す
る
書
き
込
み
も
あ
っ
た
。

公
式
的
に
は
13
億
人
、
現
実

に
は
16
億
人
と
も
さ
れ
る
中
国

人
の
中
に
は
、
徹
底
し
た
反
日

教
育
を
真
に
受
け
た
層
も
い
る
。

だ
が
今
回
の
震
災
報
道
や
震
災

に
絡
む
ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み

を
見
る
限
り
、
中
国
人
は
健
全

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な

主
張
を
自
由
に
述
べ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
。
強
い
中
国
に
ひ

た
す
ら
媚
を
売
る
菅
政
権
よ
り

は
、
よ
ほ
ど
ま
と
も
だ
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

務
省
の
差
配
だ
と
い
う
。
そ
こ

で
外
務
省
に
問
い
質
す
と
、
官

邸
か
ら
の
指
図
が
あ
っ
た
と
。

文
書
に
よ
る
明
確
な
指
示
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
が
、
官
邸
が
外

務
省
に
伝
え
た
結
果
が
こ
う
い

う
形
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
」

「
救
助
隊
の
要
請
に
関
し
て
は
、

混
乱
状
況
の
中
だ
っ
た
か
ら
、

ど
の
国
を
ど
う
い
う
理
由
で
優

先
さ
せ
た
か
、
外
務
省
と
し
て

も
明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。
た
だ
、
台
湾
に
関

し
て
は
、
国
交
が
な
い
国
で
あ

る
か
ら
後
回
し
に
す
る
の
が
当

然
だ
と
い
う
。
菅
政
権
が
中
国

の
顔
色
を
窺
い
、
外
務
省
チ
ャ

イ
ナ
ス
ク
ー
ル
が
で
か
い
顔
を

し
て
い
る
限
り
、
台
湾
が
日
蔭

者
扱
い
さ
れ
る
の
は
当
然
か
も

し
れ
な
い
」

た
し
か
に
現
在
、
台
湾
（
中

華
民
国
）
と
日
本
の
間
に
正
式

な
国
交
は
な
い
。
台
湾
に
は
日

本
大
使
館
も
日
本
領
事
館
も
置

か
れ
て
い
な
い
（
代
わ
り
に
駐

日
経
済
文
化
代
表
処
・
駐
台
北

交
流
協
会
が
あ
る
）。
台
湾
は

国
連
に
も
加
盟
し
て
お
ら
ず
、

日
本
と
国
交
が
な
い
こ
と
を
台

湾
政
府
自
身
が
熟
知
し
て
い
る
。

だ
が
そ
れ
は
あ
く
ま
で
政
治

世
界
の
表
向
き
の
話
だ
。
即
座

し
か
し
親
中
、
親
ア
ジ
ア
と

言
っ
て
も
、
ひ
た
す
ら
強
い
者

に
擦
り
寄
る
姿
勢
は
納
得
で
き

な
い
。
人
間
関
係
で
も
同
じ
だ

が
、
対
等
な
立
場
に
立
ち
、
主

張
す
べ
き
は
主
張
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り

最
終
的
に
は
両
者
の
関
係
は
信

頼
感
が
深
ま
り
、
よ
り
親
密
な

も
の
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。

ネ
ッ
ト
上
に
問
題
提
起
の
よ
う

な
書
き
込
み
が
ち
ら
ほ
ら
現
れ

始
め
た
。

「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を

救
出
す
る
た
め
、
世
界
各
国
か

ら
緊
急
救
助
隊
が
駆
け
付
け
て

い
る
が
、
な
ぜ
か
、
中
国
と
韓

国
の
救
助
隊
だ
け
を
外
務
副
大

臣
が
空
港
で
出
迎
え
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
菅
政
権
の
特

異
な
感
覚
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」韓

国
の
救
助
隊
５
人
は
12
日

に
、
中
国
の
15
人
は
13
日
に
羽

田
空
港
に
到
着
し
て
い
る
。
た

し
か
に
韓
国
隊
に
は
高
橋
千
秋

外
務
副
大
臣
が
、
中
国
隊
に
は

伴
野
豊
外
務
副
大
臣
が
出
迎
え

を
行
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ

の
他
の
国
々
、
機
関
の
救
助
隊

に
は
外
務
省
の
係
員
が
出
向
い

た
だ
け
だ
。
こ
の
差
は
何
な
の

か
。大

震
災
直
前
に
在
日
韓
国
人

か
ら
違
法
献
金
を
受
け
て
い
た

こ
と
が
発
覚
し
、
火
ダ
ル
マ
立

ち
往
生
状
態
だ
っ
た
菅
直
人
だ

が
、
こ
の
事
件
が
発
覚
す
る
遥

か
前
か
ら
、ネ
ッ
ト
上
で
は「
韓

首
相
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
を
菅
首
相
は
わ
か
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

中
韓
の
救
援
隊
に
対
し
て
の

み
外
務
副
大
臣
を
差
し
向
け
た

こ
と
が
判
明
し
た
時
点
で
、
取

材
に
動
い
た
複
数
の
週
刊
誌
・

夕
刊
紙
記
者
の
話
を
総
合
す
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
民
主
党
代
議
士
、
関
係
者
に

問
い
合
わ
せ
る
と
、
そ
れ
は
外

に
救
助
隊
を
準
備
し
、
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た
日
本
人
と
し
て

は
、
気
分
的
に
す
っ
き
り
し
な

い
。菅

政
権
の
中
国
・
韓
国
２

カ
国
に
対
す
る
気
の
遣
い
方

は
、
記
者
た
ち
が
口
に
す
る
通

り
、
尋
常
で
は
な
い
。
ま
る
で

半
島
人
の
「
事
大
主
義
」
を
見

て
い
る
よ
う
だ
。
台
湾
の
話
か

ら
少
し
ず
れ
る
が
、
１
５
０
人

の
大
救
助
隊
を
派
遣
し
、
空
母

だ
け
で
な
く
在
日
米
軍
を
動
員

し
た
同
盟
国
・
米
国
に
対
し
て

も
、
１
０
０
人
以
上
の
支
援
隊

を
派
遣
し
た
フ
ラ
ン
ス
、
63
人

の
救
助
隊
を
差
し
向
け
た
英
国

に
対
し
て
も
、
菅
政
権
の
対
応

は
礼
を
失
し
て
い
る
。
知
り
合

い
の
反
米
右
翼
の
青
年
で
す
ら
、

空
母
レ
ー
ガ
ン
が
来
た
と
き
に

は
「
正
直
言
っ
て
、
頼
も
し
い

と
感
じ
た
」
と
い
う
ほ
ど
だ
。

な
ぜ
中
韓
２
カ
国
だ
け
外
務

副
大
臣
が
出
迎
え
に
出
た
の
か
。

こ
れ
は
日
本
国
民
の
気
持
ち
と

は
隔
絶
し
て
い
る
。
到
底
、
日

本
人
の
真
情
を
政
府
が
代
弁
し

て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
こ

に
菅
政
権
の
イ
ヤ
ラ
シ
イ
本
音

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

本
音
と
は
、
日
本
国
民
の
総
意

で
は
断
じ
て
な
い
。

二
面
性
あ
る
中
国
の
反
応

台
湾
を
軽
視
す
る
日
本
政
府

台
湾
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
莫
大
な
支
援

ロ
シ
ア
が
異
例
と
も
思
え

る
温
か
な
対
応
を
示
し
た
の

に
反
し
、
中
国
系
の
メ
デ
ィ
ア

は
大
震
災
発
生
を
領
土
問
題

の
絶
好
の
好
機
と
捉
え
た
。

３
月
19
日
に
は
香
港
の
『
東

方
日
報
』
は
、「
日
本
が
大
震

災
で
混
乱
し
て
い
る
機
に
乗

じ
て
釣
魚
島
（
尖
閣
諸
島
）
を

奪
取
す
べ
き
」
と
の
論
説
を
展

開
。

「
中
国
が
釣
魚
島
を
奪
回
す
る

に
は
、
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
今
こ
そ
中
国
に
と
っ
て
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
」。

「
日
本
が
強
い
と
き
に
は
手
を

出
せ
ず
、
日
本
が
弱
っ
て
い
る

今
、
手
を
出
さ
な
か
っ
た
ら
、

取
り
戻
せ
る
機
会
は
無
く
な

る
」
と
扇
動
し
て
い
た
。

そ
の
前
日
に
「
千
島
列
島
の

４
島
を
今
す
ぐ
、
無
条
件
で
日

本
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
書
い
た
ロ
シ
ア
の
『
モ

ス
コ
フ
ス
キ
ー
・
コ
ム
ソ
モ
ー

レ
ツ
』
紙
と
の
差
は
歴
然
と
し

て
い
る
。

震
災
直
後
に
中
国
の
ネ
ッ
ト

上
の
書
き
込
み
に
「
熱
烈
歓

迎
」
等
と
い
っ
た
も
の
も
見
ら

れ
た
が
、
こ
れ
に
腹
を
立
て
る

よ
う
な
日
本
人
は
彼
ら
と
同
類

だ
。
か
つ
て
江
沢
民
国
家
主
席

時
代
に
政
府
の
方
針
で
反
日
教

育
が
徹
底
さ
れ
、
そ
れ
が
今
日

な
お
妄
言
を
吐
く
層
を
存
在
さ

せ
て
い
る
。
彼
ら
の
度
量
の
狭

さ
を
憐
れ
む
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
偏
狭
な
意
見
ば
か

り
が
流
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

被
災
地
の
秩
序
が
保
た
れ
て
い

る
現
状
や
、
東
京
の
街
中
で
帰

宅
手
段
を
奪
わ
れ
た
都
民
が
整

然
と
動
い
て
い
る
現
状
に
「
中

国
国
民
が
こ
の
水
準
に
達
す
る

と
き
に
は
、
わ
が
国
が
世
界
の

大
国
に
な
れ
る
と
き
だ
」
と
の

書
き
込
み
も
見
ら
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
を
１
面
で
報

じ
た
12
日
付
の
中
国
紙
、
環
球

時
報
も
「
日
本
人
の
冷
静
さ
に

世
界
が
感
心
」
と
の
見
出
し
で
、

東
京
の
街
頭
で
避
難
す
る
日
本

冒
頭
に
記
し
た
が
、
馬
英
九

総
統
の
命
を
受
け
、
台
北
で
待

機
し
た
救
助
隊
は
、
丸
二
日
間
、

た
だ
待
た
さ
れ
る
羽
目
に
な
っ

た
。
日
本
政
府
か
ら
救
助
出
動

に
待
っ
た
が
か
か
っ
た
た
め
で

あ
る
。

救
助
隊
が
待
機
し
始
め
た
３

月
12
日
に
は
、
親
日
家
と
し
て

知
ら
れ
る
李
登
輝
元
総
統
が
日

本
語
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。

「
日
本
の
皆
様
の
不
安
や
焦
り
、

悲
し
み
な
ど
を
思
い
、
私
は
刃

物
で
切
り
裂
か
れ
る
よ
う
な
心

の
痛
み
を
感
じ
て
い
る
」「
自

然
の
猛
威
を
前
に
決
し
て
運
命

だ
と
諦
め
ず
、
元
気
と
自
信
、

勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
ほ
し

い
」
と
語
る
李
登
輝
元
総
統
の

映
像
と
肉
声
は
、
日
本
の
Ｔ
Ｖ

局
で
も
流
さ
れ
た
。

丸
二
日
間
待
機
さ
せ
て
い
た

日
本
政
府
は
14
日
昼
前
に
救
助

隊
受
け
入
れ
を
通
達
。
直
ち
に

第
一
陣
28
人
が
台
北
を
出
発
し

14
日
午
後
に
羽
田
に
到
着
。
直

後
に
自
力
で
被
災
地
入
り
し
て

い
る
。

台
湾
救
助
隊
が
到
着
し
た
頃

か
ら
翌
日
（
15
日
）
に
か
け
て
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
海

外
か
ら
の
支
援
は
、
物
的
、
精

神
的
な
も
の
な
ど
、
す
べ
て
で

台
湾
が
圧
倒
的
だ
っ
た
。
し
か

も
そ
の
配
布
の
仕
方
に
ま
で
気

を
遣
っ
て
い
る
。
例
え
ば
発

電
機
に
し
て
も
、
岩
手
県
に

２
７
８
台
、
宮
城
県
に
２
９
２
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台
、
福
島
県
に
20
台
。
毛
布
、

防
寒
具
、
寝
袋
、
石
油
ス
ト
ー

ブ
…
…
重
量
に
し
て
１
０
０
ト

ン
超
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
必
需
品

が
細
か
く
分
類
さ
れ
、
台
湾
か

ら
被
災
県
に
直
接
届
け
ら
れ
て

い
る
。

台
湾
政
府
は
震
災
翌
日
の

12
日
に
1
億
台
湾
元
（
約

２
億
８
０
０
０
万
円
）
の
資
金

供
与
を
発
表
し
た
。
こ
れ
も
政

府
の
援
助
と
し
て
は
巨
額
な
も

の
だ
が
、
想
像
を
超
え
る
額
と

な
っ
た
の
は
３
月
21
日
に
開
設

し
た
民
間
義
援
金
受
け
付
け

だ
っ
た
。

４
月
６
日
、
集
め
ら
れ
た
義

援
金
の
う
ち
４
億
３
０
０
０
万

台
湾
元
（
約
12
憶
１
２
０
０
万

円
）
が
日
本
に
送
ら
れ
た

が
、
こ
の
時
点
で
台
湾
赤
十

字
に
は
15
億
台
湾
元
（
約

42
億
３
０
０
０
万
円
）
が
集

ま
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
日

本
を
想
う
台
湾
人
た
ち
が
、
こ

れ
に
一
斉
抗
議
を
開
始
し
た
。

「
今
す
ぐ
届
け
た
く
て
募
金
し

た
の
だ
」

「
被
災
地
の
人
々
は
今
困
っ
て

い
る
。私
は
そ
れ
を
助
け
た
い
」

「
残
り
の
カ
ネ
を
く
す
ね
る
の

か
！
」

と
い
っ
た
怒
り
の
声
が
爆
発
。

台
湾
赤
十
字
は
「
最
初
は
緊
急

援
助
金
と
し
て
送
付
。
残
金
は

日
本
の
復
興
計
画
に
合
わ
せ
て

送
付
す
る
」
と
懸
命
の
弁
解
を

さ
せ
ら
れ
る
始
末
に
な
っ
た
。

ご
存
じ
の
通
り
台
湾
は
九
州

程
度
の
大
き
さ
の
国
土
で
、
総

人
口
は
２
３
０
０
万
人
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
平
均
月
収
は
日
本

円
に
し
て
13
万
円
ほ
ど
。

か
つ
て
日
本
の
統
治
支
配
を

受
け
た
台
湾
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
日
本
支
援
を
行
う
の

だ
ろ
う
か
。
５
月
８
日
に
台
湾

灌
漑
事
業
に
功
績
を
残
し
た
日

本
人
、
八
田
与
一
を
記
念
す
る

施
設
落
成
式
で
、
馬
英
九
総
統

は
１
９
９
９
年
の
大
地
震
や

２
０
０
９
年
の
台
風
災
害
時
に

日
本
が
義
援
金
や
プ
レ
ハ
ブ
、

救
援
隊
を
提
供
し
た
こ
と
を
挙

げ
た
う
え
で
「
台
湾
が
当
然
す

べ
き
こ
と
」
と
語
っ
て
い
る
。

日
本
と
台
湾
を
結
ぶ
人
的
関

係
は
、
建
設
当
時
ア
ジ
ア
最
大

と
さ
れ
た
烏
山
頭
ダ
ム
を
作
っ

た
八
田
与
一
だ
け
で
は
な
い
。

終
戦
直
前
に
日
本
復
興
の
基
礎

を
作
っ
て
く
れ
た
蒋
介
石
、
そ

の
恩
に
報
い
る
た
め
に
占
領
下

の
日
本
か
ら
台
湾
に
密
航
し
、

金
門
島
防
衛
戦
に
命
を
か
け
た

根
本
博
…
…
。
日
本
と
台
湾
の

間
に
は
、
幾
百
幾
千
の
「
人
と

人
」
の
物
語
が
あ
る
。
愛
憎
を

超
え
た
こ
れ
ら
の
物
語
は
、
あ

た
か
も
道
な
ら
ぬ
恋
に
落
ち
た

男
女
関
係
の
よ
う
に
、
両
国
関

係
を
不
思
議
な
絆
で
結
び
つ
け

て
き
た
。

そ
ん
な
台
湾
か
ら
の
義
援
金

が
、
４
月
11
日
に
は
１
０
０
円

を
突
破
、
25
日
に
１
５
０
億
円

を
、
５
月
９
日
に
は
１
６
０
億

円
を
突
破
し
た
の
だ
。

支
援
や
援
助
、
義
援
金
を
大

小
や
金
額
で
評
価
す
る
も
の
で

は
な
い
。
だ
が
台
湾
か
ら
の
民

間
義
援
金
は
、
他
の
す
べ
て
を

圧
倒
し
、
比
較
の
し
よ
う
が
な

い
ほ
ど
途
轍
も
な
い
額
だ
っ
た
。

世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
温

か
い
支
援
。

こ
の
温
か
い
支
援
に
対
し
、

日
本
政
府
は
菅
直
人
首
相
名
で
、

感
謝
広
告
を
掲
載
す
る
と
発
表

し
た
（
4
月
11
日
）。
感
謝
広

告
が
掲
載
さ
れ
る
の
は
、
中

国
・
韓
国
・
米
国
・
英
国
・
仏

国
・
露
国
の
６
カ
国
の
新
聞
と

国
際
英
字
紙
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ヘ
ラ
ル
ド
・
ト
リ
ビ
ュ
ー

ン
の
計
７
紙
。
こ
の
「
菅
直
人

首
相
の
感
謝
広
告
」
は
そ
の

後
、
４
月
14
日
ま
で
に
31
カ
国
、

こ
の
感
謝
広
告
に
台
湾
も
敏

感
に
反
応
。「
日
本
の
友
達
が

本
当
に
や
っ
て
く
れ
た
！
」「
心

が
籠
も
っ
て
い
る
。
台
湾
の
国

花
、
梅
と
、
桜
が
載
っ
て
い
る
」

「
感
動
！
日
本
人
は
礼
儀
正
し

い
」
と
い
っ
た
書
き
込
み
が
溢

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

結
果
と
し
て「
最
低
の
政
府
」

の
汚
名
を
何
と
か
救
う
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
書
き

足
り
な
い
話
は
山
ほ
ど
あ
る
が

こ
こ
ま
で
に
し
て
お
こ
う
。
そ

れ
は
と
も
か
く
、
本
紙
・
行
政

調
査
新
聞
も
、
こ
の
場
を
借
り

あ
り
が
と
う
、台
湾
！

あ
な
た
方
こ
そ
私
た
ち
の
真
の
友
人
で
す

１
０
５
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
（
前
述
の
６

カ
国
・
７
紙
以
外
は
無
料
広
告
）。

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で

も
う
一
度
記
し
て
お
く
。
台
湾

か
ら
の
義
援
金
は
５
月
９
日
に

１
６
０
億
円
を
超
え
、
５
月
10

日
午
前
発
表
時
点
で
１
６
７
億

円
を
突
破
し
て
い
る
。

そ
の
台
湾
の
圧
倒
的
な
支
援

に
対
し
、
菅
直
人
は
こ
れ
を
無

視
。
台
湾
に
は
「
お
礼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
た
」
で
澄
ま
し

顔
な
の
だ
。

こ
ん
な
菅
直
人
に
赤
っ
恥
を

掻
か
せ
た
の
が
、
あ
る
日
本
人

女
性
が
た
っ
た
１
人
で
始
め
た

「
謝
謝
台
湾
計
画
」
だ
っ
た
。

真
心
の
籠
も
っ
た
贈
り
物
を

頂
戴
し
た
ら
、
誰
で
も
真
心
を

こ
め
て
謝
礼
を
言
う
。

幼
稚
園
児
で
も
理
解
で
き
る
、

ご
く
当
た
り
前
の
お
礼
が
で
き

な
い
、
事
大
主
義
者
・
韓
直
人
、

い
や
菅
直
人
首
相
。

だ
が
、
あ
る
日
本
人
女
性
が
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
「
本
音
」

を
表
現
す
る
す
ば
ら
し
い
着
想

を
得
て
、
行
動
に
移
し
た
。
物

心
と
も
に
莫
大
な
支
援
を
行
っ

て
く
れ
た
台
湾
…
…
。
そ
の
台

湾
の
新
聞
に
お
礼
広
告
を
掲
載

し
た
い
、
と
考
え
た
女
性
が
い

た
の
だ
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
木
坂

麻
衣
子
さ
ん
（
37
歳
）
で
あ
る
。

「
台
湾
に
も
お
礼
し
た
い
」
と

す
る
彼
女
の
言
葉
が
短
文
投
稿

サ
イ
ト
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」
に
載

る
と
、
さ
っ
そ
く
同
調
者
が
現

れ
た
。
お
礼
広
告
掲
載
の
実

現
に
向
け
、
約
２
４
０
万
円

の
広
告
掲
載
料
を
捻
出
す
る

た
め
に
１
口
１
０
０
０
円
の

募
金
を
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、

１
９
０
０
万
円
以
上
が
集
ま
っ

た
。
広
告
掲
載
料
を
差
し
引
い

た
残
額
は
被
災
地
に
義
援
金
に

送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
日
本

人
「
有
志
一
同
」
約
６
０
０
０

人
の
手
に
よ
っ
て
、台
湾
紙「
聯

合
報
」
と
「
自
由
時
報
」
の
２

紙
に
、
日
本
語
を
交
え
た
感
謝

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
の
だ

（
５
月
３
日
）。

台湾紙「聯合報」と「自由時報」に掲載された、日本人有志による感謝広告

て
台
湾
の
皆
さ
ま
に
是
非
申

し
上
げ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
言
葉
が
あ
る
。

*

　
　*

　
　*

台
湾
の
皆
さ
ま
、
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。私

た
ち
は
終
生
、
い
や
子
々

孫
々
永
遠
に
、
あ
な
た
方
か
ら

戴
い
た
ご
恩
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

「
ま
さ
か
の
時
の
友
こ
そ
真
の

友
」
と
言
い
ま
す
が
、
あ
な
た

方
こ
そ
私
た
ち
の
真
の
友
人

で
す
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
■


